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医薬看の３学部の学生がともに学ぶ「亥鼻IPE」。
今年10周年を迎え、あらためて振り返ってみます。

特集　亥鼻IPE 10周年を迎えて
～「患者・サービス利用者中心の医療」を目指して
　「自律した医療組織人」を養成する～

02

個性豊かな4キャンパスの大学祭を紹介。
特集　大学祭2017レポート06

民放初の女性スポーツキャスターとして活躍し、
現在は、千葉大学の客員教授も務めるOGが登場。

特集　千葉大学 OBOGインタビュー08

TOPICS / もっと知りたい千葉大学10
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〔表紙〕亥鼻IPE演習課題発表（亥鼻地区・クリニカルスキルズセンターにて）4vol.
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～「患者・サービス利用者中心の医療」を目指して
　「自律した医療組織人」を養成する～
～「患者・サービス利用者中心の医療」を目指して
「自律した医療組織人」を養成する～自律した医療組織人」を養成す
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大学祭2017レポート
千葉大学OBOGインタビュー



―
2
0
0
7
年
に
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
亥
鼻

I
P
E
で
す
が
、千
葉
大
学
が
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
背
景
に
は
何
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

酒
井　

現
在
の
日
本
で
は
、医
療
や
福
祉
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
と
し
て
超

高
齢
社
会
が
あ
り
、こ
れ
に
伴
い
、医
療
の
高
度
化
や
チ
ー
ム
医
療
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。大
学
の
医
療
系
学
部
に
は
、そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
連
携
力
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、患
者
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
中
心
の
医
療
の
実
現
に
向
け
、千
葉
大
学
で
も

医
学
・
薬
学
・
看
護
学
の
3
学
部
の
連
携
を
重
視
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必

要
だ
と
の
思
い
か
ら
、亥
鼻
I
P
E
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

―
I
P
E
は
日
本
で
も
珍
し
い
先
進
的
な
立
ち
上
げ
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、立
ち
上
げ
ま
で
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

酒
井　

2
0
0
5
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て
、私
の
千
葉
大
学
時
代
の

先
輩
が
埼
玉
県
立
大
学
で
I
P
E
の
立
ち
上
げ
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、話
を
聞
い
た
り
、海
外
視
察
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な

か
で
、「
こ
れ
は
本
当
に
必
要
な
ん
だ
な
」と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
立
大
学
が
海
外
か
ら
招
へ
い
し
た
教
員
に
千
葉
大
学
で
講
演
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、当
時
の
徳
久
剛
史
医
学
部
長
を
含
む
3
学
部
長
の
意
思

決
定
に
よ
り
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
っ
た
薬
学
部
が
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
っ
て
き
て
医
療
系
3
学
部
が
亥

鼻
に
揃
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
、連
携
教
育
を
ス
タ
ー
ト
す
る
条
件
が

整
っ
て
い
た
と
い
う
の
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
亥
鼻
I
P
E
の
仕
組
み
に
つ
い
て
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

酒
井　

亥
鼻
I
P
E
は
、医
薬
看
の
3
学
部
で
必
修
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
年
次
か
ら
4
年
次
ま
で
、4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
演
習
を
通
じ
て
、チ
ー
ム
医
療
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。ス
テ
ッ
プ
が
進
む
に
つ
れ
て
演
習
は
よ
り
実
践
的
に
な

り
、S
t
e
p
4
で
は
医
薬
看
の
各
学
部
の
メ
ン
バ
ー
が
協
力
し
て
模
擬
患

者
の
退
院
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

―
10
年
間
の
歩
み
を
見
て
き
て
、ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
と
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

酒
井　

チ
ー
ム
医
療
と
い
う
の
は
、お
互
い
に
知
ら
な
い
同
士
で
も
す
ぐ
に

チ
ー
ム
と
し
て
動
け
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。亥
鼻
I
P
E
で
は
こ
れ
が
標
準

で
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
が
、学
生
の
臨
床
実

習
な
ど
を
見
て
い
る
と
、か
な
り
う
ま
く
い
っ
て
い
る
な
と
い
う
手
応
え
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、I
P
E
と
い
う
考
え
方
が
3
学
部
で
周
知
さ
れ
、学
生
だ

け
で
な
く
、各
学
部
の
教
員
や
職
員
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
の
は
、10
年
間
の

大
き
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
2
0
1
5
年
に
専
門
職
連
携
学
習
研
究
セ
ン
タ
ー（
I
P
E
R
C
）が
開

設
し
ま
し
た
。こ
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

酒
井　

亥
鼻
I
P
E
の
ア
イ
コ
ン
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。セ
ン
タ
ー
化
自

体
は
亥
鼻
I
P
E
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
が
、地
道

に
続
け
て
き
た
こ
と
で
一
定
の
実
績
も
で
き
、学
内
で
も
十
分
に
定
着
し
た

タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
こ
と
で
、よ
う
や
く
I
P
E
R
C
開
設
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。専
門
の
常
駐
職
員
を
置
く
こ
と
で
業
務
を
集
約
で
き
ま
し
た
し
、亥

鼻
I
P
E
で
得
た
知
見
を
研
究
し
た
り
、こ
れ
か
ら
の
教
育
実
践
に
活
か
す

な
ど
、窓
口
・
活
動
拠
点
と
し
て
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

―
最
後
に
、亥
鼻
I
P
E
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

酒
井　

I
P
E
自
体
は
国
内
の
大
学
で
も
取
り
組
み
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す

が
、医
薬
看
の
3
学
部
に
加
え
て
2
0
1
7
年
度
か
ら
は
新
た
に
工
学
部
も

加
わ
り
、亥
鼻
I
P
E
は
ま
す
ま
す
複
合
的
な
展
開
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
培
っ
た
先
進
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、医
療
だ
け
で
な
く
高
等
教
育
に
も

広
く
活
か
せ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。ま
た
、今
後
は
国
内
だ
け
で
な
く
、こ

れ
か
ら
医
療
の
高
度
化
が
進
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
な
ど
に
も
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。医
療
人
と
い
う
の
は
、知
識
や
技
術
も
も

ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
が
人
間
性
で
す
。学
生
の
皆
さ

ん
に
は
、I
P
E
を
通
じ
て
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、優
れ
た

医
療
人
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。I
P
E
R
C

は
と
て
も
オ
ー
プ
ン
な
セ
ン
タ
ー
な
の
で
、気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

特 集

酒井郁子（さかい・いくこ）

千葉大学大学院看護学研究科 教授
専門職連携教育研究センター（IPERC）センター長

千葉大学看護学部卒。東京大学大学院医学研究科で博士
課程修了。川崎市立看護短期大学の助教授を経て、2000
年に看護実践研究指導センターの助教授として千葉大学
に赴任2007年より教授。亥鼻IPEの立ち上げに関わり、現
在は専門職連携教育研究センター（IPERC）のセンター長。

当
時
の
3
つ
の
学
部
の
学
部
長
が
一
致
団
結
し
て

亥
鼻
I
P
E
の
ス
タ
ー
ト
を
あ
と
押
し
し
た

I
P
E
と
い
う
考
え
方
が
3
学
部
で
定
着
し

チ
ー
ム
医
療
を
担
え
る
人
材
育
成
に
手
応
え

I
P
E
R
C
の
開
設
で
、
研
究
や
教
育
実
践
な
ど

拠
点
と
し
て
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
た

子（さかい・いくこ）

大学院看護学研究科 教授
携教育研究センター（IPERC）センター長

　患者・サービス利用者中心の医療の実現には、それぞれの医療専門職が連

携するチーム医療が不可欠です。お互いの職種の弱みをフォローするだけで

はなく、他の職種の専門性を理解しお互いを高め合う連携の能力が必要と

なっています。千葉大学では欧米でいち早く取り組まれてきたIPEを2007年

度から実施。亥鼻キャンパスにある医薬看の３つの学部の必修科目として導

入した「亥鼻IPE」では、1年次から少人数のグループによる体験型の学習を行

います。1年次からの4年間、3学部の学生がともに学ぶことで、相手の専門を

理解しながら、自分の意見を主張し、そして患者にとって最善の解決策をチー

ムとして導く力を養っていきます。

　また、2015年には看護学研究科附属専門職連携教育研究センター

（Interprofessional Education Research Center；IPERC＝アイパーク）が開設

され、亥鼻IPEで得た知見を活かしながら、IPE研究拠点として専門職連携

学の構築と組織的な発展を目指し活動しています。

先
進
的
な
学
び
の
か
た
ち
と
し
て
海
外
で
は
定
着
し
て
い
る

Ｉ
Ｐ
Ｅ（In

te
rp
ro
fe
ssio

n
a
l E
d
u
c
a
tio
n

＝
専
門
職
連
携
教
育
）。

千
葉
大
学
で
は
、医
療
系
３
学
部
の
相
互
理
解
や
連
携
を
図
り
、

高
度
医
療
や
チ
ー
ム
医
療
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

２
０
０
７
年
か
ら「
亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ
」に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

10
周
年
を
迎
え
、亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
生
ん
で
い
る
の
か
。

冒
頭
で
は
、Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
酒
井
郁
子
教
授
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
意
義
、

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

特 集

～「患者・サービス利用者中心の医療」を目指して「自律した医療組織人」を養成する～

亥鼻IPE 10周年を迎えて
０
０
７
年
か
ら「
亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ

周
年
を
迎
え
、亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ
が

頭
で
は
、Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
セ
ン

れ
ま
で
の
取
り
組
み
、Ｉ
Ｐ
Ｅ

後
の

標
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ア

イ

パ

ー

ク

03 02

亥鼻IPEってなに？

専門職連携教育研究センター
（IPERC）

運営委員会 教員

IPERC教員
12名

・センター長（酒井郁子）
・特任教員5名
・3学部の兼務教員6名

教育実践研究部
・IPE実施に伴う調整や体制づくり
・IPEの評価研究、理論化、データ蓄積
・教員やIPE実践者の育成や研修 など

各学部から数名ずつの担当者を選定

各学部のIPE担当教員
・医学部・医学研究院
・薬学部・薬学研究院
・看護学部・看護学研究院
・工学部・総合工学科
　医工学コース
　（平成29年4月より）

Step1
運営会

Step2
運営会

Step3
運営会

Step4
運営会



Step1からStep4までの4つのStepで構成される亥鼻IPE。

2017年9月に実施されたStep4の集中プログラム最終日の様子を

レポートするとともに、受講した学生の生の声を聞いてみました。

亥鼻IPE
授業レポート

亥鼻IPEのStep構成図

「解決」 全2日
「患者・サービス利用者、医療専門職間の対立を
理解し、問題解決ができる能力」を身につける。
対立や葛藤の解消、課題解決に向けたプロセスの
整理など。

「創造」 全7回
「チームメンバーそれぞれの職種の役割・機能を把
握し、効果的なチーム・ビルディングができる能
力」を身につける。
保健・医療・福祉現場での見学実習、グループワー
クなど。

「統合」 全3日
「患者・サービス利用者を全人的に評価し、患者・
サービス利用者中心の専門職連携によって診療・
ケア計画の立案ができる能力」を身につける。
模擬患者との面談や専門職のコンサルテーション
を通じた退院計画の立案。

亥鼻IPEのStep4は、模擬患者に対して面接を行い、退院計画
の立案を行う3日間の集中プログラムです。学生は医薬看の3
学部から1～4名ずつ、合計6～7名程度のチームとなり、脳こ
うそく、ＨＩＶ、糖尿病、大腸がんなど、割り振られた症例の模
擬患者の退院計画を作成します。

「共有」 全8回
「専門職としての態度の基礎を形成し、患者・サー
ビス利用者および他学部の学生とコミュニケー
ションできる能力」を身につける。
患者やサービス利用者との触れ合い、コミュニ
ケーション・ワークショップなど。

模擬患者との面接

専門職のコンサルテーション

退院計画をまとめ発表

看護学部　橋本 奈津美さん

4年間の亥鼻IPEを通して、それぞれ
の学部が学んでいることの違いが理
解できました。それぞれの専門性や
職種によって患者のどこを見るか、
視点の違いを知ることができたのが
収穫です。今後はコミュニケーショ
ン力をもっと磨いて、これからの看
護の仕事に活かしていきたいと思い
ます。

面接とコンサルテーションをもとにグループワークを行い、退院計画を
まとめる。立案した計画は、他チームの学生や教員、模擬患者の前で発
表。その際、他チームからの質疑もあり、足りなかった点や今後の課題
についても討議する。

学生だけで判断できない問題は、専門職からのコンサルテーションを受ける。今回、
コンサルテーションを行った専門職は、医師、看護師、薬剤師、臨床心理士、管理栄
養士、ソーシャルワーカーの6名※。計画立案の参考にするだけでなく、実際のチー
ム医療に携わるための訓練にもなる。
※他にも、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、遺伝カウンセラーが協力している

患者本人だけでなく、家族から話を聞くこともこの演習の重要なポイント。書類だけ
ではわからないことを確認したり、退院スケジュールをすり合わせたりしながら、計
画の骨子を組み立てていく。患者本人が小児に設定され、親と相談しながら退院計
画を立てるなど、様々なケースへの対応力が試される。

●各学部の視点の違いを実感できたことが収穫

医学部　古城 正偉さん

Stepが進むごとに専門性が高まり実
践的な学習ができたことが良かった
です。私は医師志望ですが、医師だ
けでできることには限りがあること
を知れたのは大きな体験になりまし
た。この4年間の経験を活かし、チー
ム医療という枠組みのなかで、自分
の役割を果たせる医師になりたいと
思います。

●チーム医療のなかでの自分の役割が明確に

医学部　藤﨑 敬太さん

初めて薬学部や看護学部の人と一緒
に模擬面接をでき、どうやって意見
をまとめるか、どの部分を頼ればい
いかなど、チーム医療の具体的なか
たちをイメージすることができまし
た。座学だけではわからないことも、
4年間の実践的な実習を通じて理解
を深めることができたと実感できて
います。

●チーム医療の具体的なイメージを実感

看護学部　河手 桃子さん

学部で退院指導の実習をしたことが
あり、今回の退院計画づくりではそ
の経験を活かすことができました。
もともと人見知りですが、協力しな
がら問題を解決していくことを通し
て、コミュニケーション力もついたと
思います。チーム医療のなかで自分
が果たすべき役割を実感できた点が
有意義でした。

●学部での実習経験をチームで実践

医学部　磯部 琴絵さん

個人的には、専門職のコンサルテー
ションで臨床心理士の方と話せたこ
とが印象深いです。医師だけではわ
からないことも、チーム医療がきち
んと機能することでより良い診断や
対応ができることを実感できたから
です。この経験を活かして、周囲の人
と協力し合えるような医療人になっ
ていきたいと思います。

●チーム医療を機能させられる医療人に

薬学部　髙田 真子さん

このチームで薬学部はひとりだった
ので専門性が活かせたと思います。
グループワークでは、学部ごとに意
見が異なることもありましたが、しっ
かり話し合うことで最良の落としど
ころを見つけるという体験もできま
した。専門家のコンサルテーション
もとても参考になり、コミュニケー
ションの大切さを実感しています。

●話し合いで意見をまとめるプロセスを経験

医学部　池間 俊輔さん

チームづくりを進めるなかで、薬学
や看護について知ることが、自分の
役割をより深く理解することにつな
がると感じました。また、知識や経験
だけでなく、患者さんとの接し方や
言葉づかいなども含め、4年間の亥
鼻IPEで「患者中心の医療」という認
識がしっかり植えつけられたと実感
しています。

●患者さんとの接し方の重要性を実感

【学生の声】
Step1から4まで4年間、IPEを受講
してきていかがでしたか？ Step4で
同じグループになった皆さんにお話
を伺いました。

専門職のコンサルテーション

はしもと なつみ

こじょう せいいかわて ももこ

ふじさき けいたいそべ ことえ

たかだ まこいけましゅんすけ
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Step1から4まで4年間、IPEを受講
してきていかがでしたか？ Step4で
同じグループになった皆さんにお話
を伺い

ココ！



レポート
西千葉キャンパス

大学祭 １１月は大学祭のシーズン！
今年も多くの方にご来場

いただきました。各キャンパスの
催しの一部を紹介します！

4日間にわたって行われた
県下最大規模の大学祭「千葉大祭」

松戸キャンパス 柏の葉キャンパス園芸学部の良さがつまった
松戸ならではの「戸定祭」

見て食べて学べる！
地域に開かれた「センター祭」

亥鼻キャンパス 医療系コンテンツや豪華なゲストで
注目を集めた「亥鼻祭」

0707070707070777 060606060666606660606060

環境健環境健環境健環境健康フィ康フィ康フィールドールドールドルド科学セ科学セ科学センターンターンターが毎年が毎年が毎年毎
開催す開催す開催す開催するセンるセンるセンるセ ター祭ター祭ター祭。今年。今年。今年は地域は地域は地域のイベのイベのイベイ
ント「ント「ント「秋のと秋のと秋のとれたてれたてれたてれ フェスフェスフェスタ」とタ」とタ」とコラボコラボコラボしししし
ましたましたましたした。野菜。野菜。野菜菜、果物、果物、果物、花苗、花苗、花苗、花 、花木、花木、花木花 の販売の販売の販売販 、セ、セ、セセ
ンターンターンター内お散内お散内お散歩ツア歩ツア歩ツア歩 ー、看ー、看ー、看護学部護学部護学学 舞部の舞部の舞部の部
演舞、演舞、演舞、演舞 そしてそしてそしてて様々な様々な様々な模擬店模擬店模擬店が出展が出展が出展が し、盛し、盛し、盛大大大
なイベなイベなイベイベントとントとントとなりまなりまなりました。した。した。した。

戸キ

工学研究科
共生応用化学専攻
修士2年

豊田 一さん
はじめとよだ

工学部機械工学科 3年

澤田 航輝さん
こうきさわだ

法政経学部法政経学科
（法学コース）２年

味水 直也さん
なおやあじみ

医学部医学科 3年

新居 和眞さん
かずまあらい

医学部医学科 3年

鈴木 隆さん
たかしすずき

園芸学部園芸学科 4年

福田 菜穂子さん
なほこふくだ



とにかくまずはやってみる。
そんな姿勢で挑戦を続け　

自分の可能性を広げていきたい　
フリーキャスター　千葉大学客員教授

木場 弘子さん

木場 弘子（きば・ひろこ）

―

木
場
さ
ん
は
、
千
葉
大
学
を
卒
業
し
て
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
道
へ
と
進
ん
だ
先
駆
者

だ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

木
場

も
と
も
と
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
局
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か

教
職
を
考
え
て
い
ま
し
た
。転
校
の
多
い
家
庭
に
育
ち
、
小
学
校
の
と
き
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

過
ご
し
た
時
期
が
あ
る
の
で
す
が
、帰
国
し
た
ら
流
行
に
つ
い
て
い
け
ず
、周
囲
に
打
ち
解

け
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。そ
の
と
き
の
情
報
源
が
テ
レ
ビ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
番

組
制
作
の
よ
う
な
こ
と
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。大
学
進
学
の
際
に
教
育
学
部
を

選
ん
だ
の
も
、教
職
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
を
目
指
せ
る
学
部
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

―

番
組
制
作
を
志
望
し
て
い
た
木
場
さ
ん
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
意
識
し
た
の
は
い
つ

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

木
場

就
活
を
し
て
い
た
と
き
に
、
ど
う
す
れ
ば
テ
レ
ビ
局
に
入
れ
る
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
て
就
職
課
に
行
っ
た
ら
、
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
局
主
催
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
講
習
の

ハ
ガ
キ
を
見
つ
け
、、
糸
口
に
で
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
参
加
し
て
み
ま
し
た
。現
役
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
さ
ん
が
仕
事
の
内
容
や
話
し
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の

内
容
が
と
て
も
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。私
は
転
校
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
人
に
話
を
聞
い
た
り

伝
え
た
り
す
る
仕
事
は
天
職
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

―

Ｔ
Ｂ
Ｓ
入
社
後
、
恐
ら
く
民
放
で
は
初
め
て
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、初
め
て
と
い
う
点
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

木
場

戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
何
事
も「
運
と
縁
と
タ
イ
ミ
ン
グ
」が
大
事
だ
と

思
う
の
で
す
。ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
の
は
大

変
で
し
た
し
、男
社
会
に
女
が
入
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
風
当
た
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、可

能
性
は
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。結
婚
を
機
に
フ
リ
ー
に
な
っ
て
か
ら
も
、話
を
い
た
だ
い

た
ら
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
姿
勢
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

―

キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、千
葉
大
学
で
は
教
授
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、

各
省
庁
の
審
議
会
や
分
科
会
な
ど
に
も
参
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

活
躍
の
場
が
広
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

木
場

千
葉
大
学
か
ら
教
壇
に
立
っ
て
み
な
い
か
と
お
誘
い
が
あ
り
、
私
は
も
と
も
と

教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
、
あ
り
が
た
く
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。２
０
０
１
年
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
「
教
育
と
表
現
」
と
い
う
授
業
を
ス

タ
ー
ト
し
、
13
年
間
講
義
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
は
客
員
教
授
と
い
う
肩
書
き
で

す
。審
議
会
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
対
談
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
縁
で
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
部
会
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。専
門
家
で
は
な
く
て
も
、
主

婦
や
母
親
と
い
う
視
点
、ま
た
、キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
広
報
的
視
点
か
ら
発
言
す
る
こ
と

で
お
役
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―

審
議
会
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

木
場

航
空
関
連
の
分
科
会
に
出
た
と
き
の
話
で
す
が
、以
前
、あ
る
航
空
会
社
の
搭
乗

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
わ
か
り
に
く
く
て
乗
り
遅
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。空
港
の
搭
乗
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
分
か
れ
て
い
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
迷
わ
な

い
工
夫
が
必
要
だ
と
提
言
し
た
ら
、
チ
ケ
ッ
ト
予
約
の
際
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
確
認
が
で
き

る
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
ん
で
す
。こ
う
い
っ
た
改
善
に
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

―

学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

木
場

い
ち
ば
ん
覚
え
て
い
る
の
は
、
教
職
課
程
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
す
。と
く
に
音
楽

と
体
育
。私
は
手
が
小
さ
い
の
で
ピ
ア
ノ
も
苦
労
し
ま
し
た
し
、
鉄
棒
の
空
中
逆
上
が
り
や

水
泳
の
バ
タ
フ
ラ
イ
も
必
死
で
練
習
し
ま
し
た
。私
の
場
合
は
、
新
し
い
こ
と
や
困
難
な
こ

と
で
も
、ま
ず
は
挑
戦
し
て
み
ま
す
。で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、頑
張
っ
た
プ
ロ
セ
ス
は
自

分
に
残
る
と
考
え
ま
す
。相
田
み
つ
を
さ
ん
の
詩
で
大
好
き
な
の
が
「
と
に
か
く
具
体
的
に

動
い
て
ご
ら
ん

具
体
的
に
動
け
ば

具
体
的
な
答
え
が
出
る
か
ら
」（※

）で
す
。幅
広
く

何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
私
の
基
礎
は
、
も
し
か
し
た
ら
千
葉
大
学
で
小
学
校
教
員

を
目
指
し
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）。

―

最
後
に
、
千
葉
大
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

木
場

千
葉
大
生
は
せ
っ
か
く
能
力
が

高
い
の
に
、
謙
虚
で
ア
ピ
ー
ル
し
切
れ

ず
も
っ
た
い
な
い
な
、
と
感
じ
て
い
ま

す
。自
分
を
客
観
的
に
評
価
し
、
自
分
の

〝
売
り
〞
が
何
か
を
言
葉
で
表
現
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
今
後
の
就
職

活
動
を
は
じ
め
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

必
ず
生
き
て
き
ま
す
よ
！

※

相
田
み
つ
を「
に
ん
げ
ん
だ
も
の
」（
文
化
出
版
局
）

千葉大学教育学部卒業。1987年に
アナウンサーとしてTBSに入社し、
同局初の女性スポーツキャスター
として活躍。1992年、プロ野球選
手・与田剛氏との結婚を機にフリー
に。2001年以降、千葉大学教育学
部で非常勤講師、特命教授を経て、
2013年より客員教授。7省庁で20
を超える審議会のメンバーも務め
るなど、妻・母・キャスターの三役を
こなしながら多方面で活躍。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
は

テ
レ
ビ
局
が
主
催
す
る
講
習
会
が
き
っ
か
け

審
議
会
で
や
り
が
い
を
感
じ
た
の
は

自
分
の
提
言
が
採
用
さ
れ
改
善
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

自
分
の
〝
売
り
〞
を
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

就
活
時
や
社
会
に
出
て
か
ら
武
器
に
な
る

2017年、予防医学指導士の資格を取得。子どものころ、
朝礼で倒れるほど体が弱かったという木場さんにとっ
て、良い仕事をするために健康は大きなテーマ。高齢化
社会を迎えた日本にとって、予防医学の社会的ニーズは
高く、仕事の幅を広げるためにも挑戦したと木場さん

インタビュー

千葉大学
特 集

10

ＴＢＳ初の女性スポーツキャスターとして注目され、
その後、フリーアナウンサー、大学教授、各省庁の審議会メンバーなど
様々な場で幅広い活躍を続ける木場弘子さん。
現在の仕事や千葉大学時代の思い出について話を伺いました。

08 09  
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大会は福井県高浜で行われました

松戸駅から千葉大学松戸キャンパスへ続く道で展
開されています

インセクト・ハウスを作成する小学生

季節ごとに咲く花が違うため、色や風味も様々です
普遍教育科目のバドミントンの授業に参加
しました

2040年の産業構造や、教育、医療等の状況などの推
移を掲載。 http://opossum.jpn.org/

上映作品は『シリアに生まれて』。学内外から多くの
方が集まりました

「うらやすこども大学」
今年度は昆虫の不思議

医
学
部
は
１
８
７
４
年
設
立
の
千
葉
町
共
立
病

院
を
ル
ー
ツ
と
し
、１
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
ま
す
。明
治
大
正
期
に
活
躍
し
た
三
輪
徳
寛
教

授（
外
科
）は「
獅
子
の
よ
う
に
細
心
で
大
胆
な
肝

力
、鷹
の
よ
う
な
全
体
を
見
通
し
判
断
す
る
眼

力
、女
性
の
手
の
よ
う
に
柔
ら
か
い
手
技
」を
意

味
す
る「
獅
胆
鷹
目
行
以
女
手
」の
格
言
を
、医
学

生
に
伝
え
続
け

て
き
ま
し
た
。そ

の
伝
統
を
引
き

継
ご
う
と
す
る

意
図
か
ら
、２
０

１
１
年
に
新
た

な
マ
ー
ク
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

（
国
際
教
養
学
部

見
城
悌
治
）

ヨット部全国大会へ
２年連続出場

2
0
1
7
年
11
月
２
〜
５
日
、ヨ
ッ
ト
部
が
全
日

本
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。昨

年
、昭
和
50
年
代
以
来
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
、

今
年
で
2
年
連
続
の
出
場
。本
学
は
4
7
0
級
で
昨

年
の
16
位
を
上
回
り
14
位
、国
立
大
で
は
出
場
9
校

中
3
位
に
入
り
ま
し
た
。ヨ
ッ
ト
部
で
は
Ｏ
Ｂ
と
の

連
携
も
盛
ん
で
、Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
基
金
を
通
じ
て
部
活

の
資
金
援
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

グッドデザイン賞受賞 
「EDIBLE WAY食べられる道」

千葉大産はちみつ利用の
スイーツが人気

本
学
で
作
っ
た
純
粋
は
ち
み
つ
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
が
続
け
て
登
場
、人
気
を
博
し
て

い
ま
す
。2
0
1
7
年
6
月
に
は
創
作
洋
菓
子
モ
ン

ペ
リ
エ
が「
は
ち
み
つ
ド
ー
ナ
ツ
」を
、10
月
に
は
な

ご
み
の
米
屋
が
数
量
限
定
商
品「
朝
焼
き
ど
ら
焼

栗
」を
販
売
し

ま
し
た
。千
葉

大
学
産
は
ち

み
つ
は
、
柏
の

葉
キ
ャ
ン
パ
ス

の
環
境
健
康

フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー
内

で
採
蜜
さ
れ
、

糖
度
は
80
%

以
上
。近
隣
住

民
の
方
を
中
心

に
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

千
葉
大
学
は
難
民
問
題
の
教
育
・
啓
発
活
動
に
取

り
組
む
学
校
と
し
て「
国
連
U
N
C
H
R
難
民
映
画

祭
―
学
校
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」に
認
定
さ
れ
、初
の
上

映
会
を
２
０
１
７
年
11
月
に
行
い
ま
し
た
。本
企
画

は
普
遍
教
育
科
目「
グ
ロ
ー
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の

一
環
で
、難
民
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
生
た
ち
に
よ
る

難
民
問
題
へ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
と
し
て

実
現
し
ま
し
た
。

上
映
の
前
後
に
は

東
京
外
国
語
大
学

非
常
勤
講
師
山

本
薫
先
生
の
解
説

も
入
り
、
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し

た
。

園
芸
学
研
究
科

木
下
勇
教
授
の
地
域
計
画
学

研
究
室
の
グ
ル
ー
プ
が
地
域
住
民
と
行
っ
て
い
る

「
エ
デ
ィ
ブ
ル
・
ウ
ェ
イ

食
べ
ら
れ
る
道
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
2
0
1
7
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

（「
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
／
社
会
貢
献
活
動
」

分
野
）を
受
賞

し
ま
し
た
。食

べ
ら
れ
る
景

観
が
ま
ち
の

緑
化
・
食
育
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

多
面
的
な
価

値
を
生
み
出

す
可
能
性
が

評
価
さ
れ
、受

賞
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

浦
安
市
の
開
催
す
る「
う
ら
や
す
こ
ど
も
大
学
」

で
、大
学
院
園
芸
学
研
究
科
の
野
村
昌
史
准
教
授

が
講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。今
年
度
は「
昆
虫
の
不

思
議
〜
そ
の
生
き
残
り
戦
略
の
秘
密
に
迫
る
〜
」を

テ
ー
マ
に
講
義
と
実
習
を
行
い
、小
学
4
、5
年
生

37
名
が
参

加
し
ま
し

た
。昆
虫
ク

イ
ズ
や
昆

虫
の
越
冬

を
観
察
す

る「
イ
ン
セ

ク
ト
・
ハ
ウ

ス
」の
作
成

な
ど
、終
始

盛
況
に
進

め
ら
れ
ま

し
た
。

チェコから
パラバドミントン選手来学

2
0
1
7
年
10
月
2
日
、チ
ェ
コ
か
ら
13
歳
の
パ

ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
2
名
と
そ
の
家
族
や
指
導

者
が
来
学
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、日
本
政
府
の
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
貢
献
策「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・

ト
ゥ
モ
ロ
ー
」の
一
環
と
し
て
外
務
省
が
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
・
選
手
等
を
招
へ
い
し
た
も
の
で
す
。今
回
の
交

流
に
あ
た
り
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
の
学
生
が

中
心
と
な
っ
て

キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
見
学
や
授

業
参
加
な
ど

の
準
備
・
当
日

の
案
内
に
あ

た
り
ま
し
た
。

し
た
ん
よ
う
も
く
お
こ
な
う
に
じ
ょ
し
ゅ
を
も
っ
て
す

2040年の各地域の姿を
描く「未来カルテ」配布開始

社
会
科
学
研
究
院
の
倉
阪
教
授
ら
は
、全
市
町

村
に
対
応
し
た「
未
来
カ
ル
テ
」発
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
開
始
し
ま
し
た
。各
種

統
計
デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
2
0
4
0
年
の
全
国

各
地
域
の
状
況
を
予
測
し
た
結
果
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
現
在
の

人
口
減
少
・
高

齢
化
傾
向
が
継

続
し
た
場
合
の

イ
ン
パ
ク
ト
を

実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
は

誰
で
も
可
能
。

地
域
の
課
題
発

見
に
役
立
て
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

難民問題啓発へ
上映会を開催

「はたらく。」を楽しめる会社に！
株式会社協同工芸社 小須田誠さん

文
学
部
国
際
言
語
文
化
学
科
に
入
学

し
、主
に
英
語
の
文
章
構
造
を
学
び
ま
し

た
。大
学
時
代
の
思
い
出
と
い
え
ば
、友
人

と
毎
日
の
よ
う
に
飲
み
に
行
っ
た
こ
と
、

旅
行
系
部
活
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

西
千
葉
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
居
酒
屋
に

行
っ
て
は
、語
り
明
か
し
ま
し
た
ね
。旅
行

系
部
活「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ツ
ア
ー
」で
は
、

週
末
に
田
舎
に
出
か
け
た
り
、川
下
り
や
、

無
人
島
に
行
っ
て
過
ご
し
た
経
験
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。千
葉
大
学
に
は
様
々
な
地

方
か
ら
来
た
方
や
多
種
多
様
な
趣
味
趣
向

の
方
が
い
ま
す
。在
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て

視
野
を
広
げ
て
欲
し
い
で
す
ね
。そ
れ
と

…
授
業
は
ち
ゃ
ん
と
出
た
方
が
い
い
！
私

は
単
位
取
得
の
面
で
痛
い
目
に
合
い
ま
し

た
。（
笑
）

私
は
現
在
営
業
部
に
所
属
し
て
い
ま

す
。お
客
様
の
看
板
取
付
要
望
を
伺
っ
た

り
、自
社
に
お
け
る
看
板
製
作
や
施
工
現

場
段
取
り
、新
規
営
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

営
業
先
は
自
由
度
が
高
い
で
す
。

入
社
２
年
目
に
、千
葉
を
代
表
す
る
施

設
の
ひ
と
つ
で
あ
る
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

の
改
称
に
関
わ
る
看
板
取
付
の
話
を
聞

き
、思
い
切
っ
て
営
業
し
て
み
ま
し
た
。怖

い
も
の
知
ら
ず
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
営
業

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
を
き
っ
か
け

に
、社
長
直
々
に
フ
ォ
ロ
ー
い
た
だ
い
て
、

受
注
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。多
く
の

来
場
者
の
方
が
写
真
を
撮
っ
て
帰
ら
れ

る
。そ
ん
な
看
板
の
仕
事
を
獲
得
で
き
た

こ
と
は
、誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は〝
協
同
工
芸
社
で
な
け
れ
ば

体
験
で
き
な
い
こ
と
〞を
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
や
り
た
い
こ
と
だ

け
が
で
き
る
会
社
に
す
る
の
は
難
し
く
て

も
、20
％
で
も
10
％
で
も
そ
れ
を
可
能
に

し
て
、「
は
た
ら
く
。」を
楽
し
め
る
会
社
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
の
度

そ
れ
を
実
現
し
、評
価
し
、報
酬
を
得
ら
れ

る「
ア
イ
デ
ア
提
案
制
度
」を
開
始
し
、実

施
す
る
環
境
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
大
学
で
育
ん
だ「
自
分
ら
し
さ
」

「
没
頭
で
き
る
こ
と
」「
自
分
の
好
き
」を
、

『
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
』で
発
揮
し
、「
は
た

ら
く
。」を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

千
葉
大
学
の
思
い
出

入
社
２
年
目
で

成
し
遂
げ
た
こ
と

千
葉
大
生
に
期
待
す
る
こ
と

株式会社協同工芸社は、創業1969年以来、看板一筋で事業を
してきました。「お店を出したら看板」という日本の文化の１つで
ある看板づくりを通じて、地域・お店・企業に貢献しています。
１つ１つの看板づくりの積み重ねにより、「みんなが知っている
アノお店や会社の看板を作っている会社」と言えるようになりま
した。創業50年近くの歴史を持ちながら、平均年齢31歳と若く
「これから」を重視する会社です。

http://www.kyodokogei.co.jp/

▲マリンスタジアムの正面サインを
受注した小須田さん（2016年卒）

▲現在10名の千葉大学OB・OGが、営業・企画・製造・総務の各ポジションに在籍しています

▲ESDフォーラムをはじめ、共同研究・キャリア
デザイン授業への参加など、千葉大学と多くの
関わりを持っています

T O P I C S

医学部のロゴマークは、
何をデザインしたものか？ 千葉大学

知りたい
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vol. I N D E X

医薬看の３学部の学生がともに学ぶ「亥鼻IPE」。
今年10周年を迎え、あらためて振り返ってみます。

特集　亥鼻IPE 10周年を迎えて
～「患者・サービス利用者中心の医療」を目指して
　「自律した医療組織人」を養成する～

02

個性豊かな4キャンパスの大学祭を紹介。
特集　大学祭2017レポート06

民放初の女性スポーツキャスターとして活躍し、
現在は、千葉大学の客員教授も務めるOGが登場。

特集　千葉大学 OBOGインタビュー08

TOPICS / もっと知りたい千葉大学10
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〔表紙〕亥鼻IPE演習課題発表（亥鼻地区・クリニカルスキルズセンターにて）4vol.

2017  DECEMBER2017  DECEMBER
4vol.

2017  DECEMBER2017  DECEMBER
2

～「患者・サービス利用者中心の医療」を目指して
　「自律した医療組織人」を養成する～
～「患者・サービス利用者中心の医療」を目指して
「自律した医療組織人」を養成する～自律した医療組織人」を養成す
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